
（

）

ご
確
認
く
だ
さ
い

児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

〜
少
な
い
掛
金
で
大
き
な
保
証
〜

交
通
災
害
共
済
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

平
成
27
年
２
月
分
か
ら
５
月
分

ま
で
の
児
童
手
当
を
６
月
10
日

（
水
）に
指
定
口
座
へ
振
り
込
み
ま

す
。
受
給
者
の
皆
さ
ん
は
入
金
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

支
給
額（
１
人
当
た
り
月
額
）

《
３
歳
未
満
》

 

一
律
…
…
…
…
１
５
、０
０
０
円

《
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前
》

 

第
１
、
２
子
…
１
０
、０
０
０
円

 

第
３
子
以
降
…
１
５
、０
０
０
円

《
中
学
生
》

 

一
律
…
…
…
…
１
０
、０
０
０
円

※ 

所
得
制
限
を
超
過
し
て
い
る
受

給
者
に
は
、
児
童
１
人
に
つ
き

一
律
５
、０
０
０
円
を
支
給
し

ま
す
。

※ 

お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
た
り
、
中

学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
転
入

し
た
と
き
は
、
児
童
手
当
の
手

続
き
が
必
要
で
す
の
で
忘
れ
ず

に
お
願
い
し
ま
す
。

【
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
】

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
６
月
中
に「
現
況

　

平
成
27
年
度
の
東
北
信
市
町
村

交
通
災
害
共
済
は
、
４
月
１
日
か

ら
適
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ

加
入
手
続
き
が
お
済
み
で
な
い
方

は
、
町
か
ら
郵
送
し
ま
し
た「
平

成
27
年
度
交
通
災
害
共
済
加
入
の

ご
案
内
」（
ハ
ガ
キ
）に
掛
金
を
添

え
て
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

ま
さ
か
の
事
故
に
備
え
、
家
族

全
員
で
加
入
し
ま
し
ょ
う
！

共
済
期
間

　

申
し
込
み
翌
日
〜

 
平
成
28
年
３
月
31
日

共
済
掛
金

　

● 

15
歳
未
満　

２
０
０
円

　

● 

15
歳
以
上　

４
０
０
円

※ 

６
月
30
日
以
降
に
加
入
す
る
場

合
は
掛
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
の

で
、
役
場
総
務
課
窓
口
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

届
」の
提
出
が
必
要
で
す
。
用
紙

な
ど
は
６
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

「
現
況
届
」を
提
出
し
て
い
た
だ
か

な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

現
況
届
に
添
付
し
て
い
た
だ
く
書
類

● 

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
写
し

な
ど（
受
給
者
が
会
社
員
で
厚

生
年
金
な
ど
の
加
入
者
の
場
合
）

● 

前
年
分
の
児
童
手
当
用
所
得
証

明
書（
平
成
27
年
１
月
１
日
に

御
代
田
町
に
住
民
登
録
の
な

か
っ
た
方
）

● 

こ
の
他
に
も
、
必
要
に
応
じ
て

提
出
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ

り
ま
す
。

　

用
紙
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
方

は
、
町
民
課
こ
ど
も
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
こ
ど
も
係

 

（
内
線
47
・
74
・
76
）

掛
金
納
入
場
所

　

● 

㈱
八
十
二
銀
行
本
支
店

　

● 

上
田
信
用
金
庫
本
支
店

　

● 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

 

（
長
野
、
新
潟
県
内
に
限
る
）

　

● 

佐
久
浅
間
農
業
協
同
組
合

　
　
（
町
内
の
支
所
に
限
る
）

　

ハ
ガ
キ
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
発
行
い
た
し
ま
す
。
総
務
課
庶

務
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
い
共
済
内
容
は
、
広
報
や

ま
ゆ
り
３
月
号
７
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
庶
務
係（
内
線
25
）

6月の主な納税（税金などは納期限までに納めましょう）
納 期 限

６
３０

火火曜日曜日

町県民税（１期分）
国民健康保険税（１期分）
保育料（６月期分）
町営住宅使用料（６月分）

下水道使用料（６月期分）
大口５月使用分、一般4・5月使用分　町営水道区域
　　　　　　　　一般2・3月使用分　佐久水道区域

上水道使用料（６月期分）
大口５月使用分、一般4・5月使用分

農集排使用料（６月期分）
2・3月使用分

個別排水使用料（６月期分）
4・5月使用分

防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
た
内
容
を
、電
話
で
確
認
で
き
ま
す
。

０
２
６
７（
32
）１
１
８
０

 

問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
防
災
情
報
係（
内
線
68
）
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御代田町役場 TEL0267(32)3111御代田町役場 TEL0267(32)3111

??

??
??

??

問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課
環
境
衛
生
係（
内
線
47
）

● 

な
ぜ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
と
し
て
一
緒
に
収
集

で
き
な
い
の
？

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
Ｐ
Ｔ
Ｅ
樹
脂
と
い

う
単
一
素
材
か
ら
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、

そ
れ
だ
け
を
集
め
る
こ
と
で
高
度
な
リ
サ

イ
ク
ル
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

●

❷

● 

ボ
ト
ル
↓
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル

● 

キ
ャ
ッ
プ
、
ラ
ベ

ル
↓
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装

※ 　

こ
の
マ
ー
ク
の
あ
る
も
の
は
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
で
す
。
キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル

を
は
が
し
て
資
源
回
収
に
出
す
か
井
戸

沢
最
終
処
分
場
へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ

い
。キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

紙
封
筒

●

❶
　

再
資
源
化
が
可
能
で
す
の

で
、
雑
紙
と
し
て
資
源
回
収

に
出
す
か
、
井
戸
沢
処
分
場

へ
直
接
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

ビ
ニ
ー
ル
製
の
窓
枠
が
つ
い
て
い
る
も

の
は
、
窓
枠
を
切
り
取
り
、
窓
枠
は
可

燃
ご
み
に
捨
て
て
く
だ
さ
い
。

誤　

可
燃
ご
み

　
　

雑
紙（
古
紙
）

㊣

定
期
予
防
接
種
の
お
す
す
め

第
２
期
麻
し
ん・風
し
ん

　

平
成
27
年
度
に
幼
稚
園
ま
た
は

保
育
園
の
年
長
児
に
相
当
す
る
お

子
さ
ま
は
、
第
２
期
麻
し
ん
・
風

し
ん
の
定
期
予
防
接
種
の
対
象
者

で
す
。
体
調
を
整
え
て
接
種
期
間

内
に
接
種
さ
れ
る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

接
種
期
限

　

平
成
28
年
３
月
31
日

実
施
医
療
機
関

　

井
田
医
院
、
宮
下
内
科
循
環
器

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
み
よ
た
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク

※ 

町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希

望
す
る
場
合
は
、
医
療
機
関
に

市
町
村
間
相
互
乗
入
れ
制
度
に

加
入
さ
れ
て
い
る
か
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※ 

予
約
方
法
は「
暮
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

　

予
診
票
、
母
子
手
帳

※ 

予
診
票
の
再
発
行
は
、
保
健
福

祉
課
健
康
推
進
係
で
行
い
ま
す
。

母
子
手
帳
を
お
持
ち
の
上
、
ご

来
庁
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

 

（
32
）２
５
５
４

貯
木
場
を
利
用
す
る

皆
さ
ま
へ

　

町
で
は
、
や
ま
ゆ
り
工
業
団
地

内
に
貯
木
場
を
設
置
し
、
丸
太
の

持
ち
込
み
や
持
ち
出
し
が
行
え
る

よ
う
常
時
開
放
し
て
い
ま
す
が
、

昨
年
末
ご
ろ
か
ら
、
持
ち
込
み
を

禁
止
し
て
い
る
枝
葉
や
、
机
・
イ

ス
等
の
廃
材
が
捨
て
ら
れ
る
事
案

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続

く
場
合
に
は
、
貯
木
場
入
口
を
施

錠
す
る
等
の
対
応
を
せ
ざ
る
を
得

な
く
な
り
ま
す
。

　

貯
木
場
を
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま

は
、
次
の
注
意
事
項
を
厳
守
し
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

貯
木
場
使
用
上
の
注
意
事
項

• 

事
業
者
に
よ
る
持
ち
込
み
は
禁

止
し
て
い
ま
す
。

• 

持
ち
込
む
丸
太
は
枝
を
落
と
し
、

直
径
５
㎝
以
上
、
長
さ
２
ｍ
以

内
に
切
断
し
、
所
定
の
場
所
に

整
然
と
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

• 

建
築
廃
材
、
根
、
枝
葉
は
絶
対

に
持
ち
込
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
経
済
課
耕
地
林
務
係

 

（
内
線
63
）

ク
マ
の
出
没
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

昨
年
は
、
全
国
的
に
ク
マ
の
出

没
が
多
発
し
、
町
内
で
も
主
に
塩

野
区
や
平
和
台
区
で
食
害
や
足
跡

な
ど
の
情
報
が
多
数
寄
せ
ら
れ
、

町
や
猟
友
会
、
地
元
消
防
団
な
ど

が
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
夏
か
ら
秋
に
か
け
ク
マ

が
出
没
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

次
の
点
に
注
意
し
、
ク
マ
か
ら
の

被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

• 

ク
マ
は
、
夕
方
か
ら
早
朝
に
か

け
て
活
発
に
活
動
し
ま
す
。
農

作
業
や
散
歩
な
ど
の
際
に
は
ラ

ジ
オ
や
鈴
な
ど
で
音
を
出
し
て

人
間
の
存
在
を
知
ら
せ
て
く
だ

さ
い
。

• 

生
ご
み
や
廃
棄
果
実
は
、
ク
マ

の
エ
サ
と
な
り
ま
す
。
土
に
埋

め
る
な
ど
、
適
切
に
処
理
し
ま

し
ょ
う
。
特
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
葉
を
好
み

ま
す
。
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。

• 

山
際
の
畑
な
ど
で
は
、
電
気
柵

の
設
置
や
緩
衝
帯
の
整
備
な
ど

の
防
除
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

• 

ク
マ
の
足
跡
や
ふ
ん
な
ど
を
発

見
し
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
そ
の

場
か
ら
離
れ
、
産
業
経
済
課
耕

地
林
務
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
経
済
課
耕
地
林
務
係

 

（
内
線
63
）

6月13日土
井戸沢最終処分場は
休場します。

クマの食害に遭ったトウモロコシ畑（H26.9月撮影）
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